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 釜石市は，2011年 3 月の東日本大震災により大きな被害を

受けた。その復興と新しい地域づくりの方針として，2017年

に「釜石市観光振興ビジョン」を策定した。 

 釜石市観光振興ビジョン（釜石市ウェブサイトより）のも

と，釜石市では「住まう誇り」を高めることを大きな目標と

している。施策としては，滞在交流型観光の創出等がある。

2020 年に，主に観光施策に対する市民の評価を測定し，次期

計画を策定するため，『釜石市観光振興ビジョン実施計画策定

のための「観光と住民意識に関する調査研究」アンケート』

を実施した。これは，2 年に 1 度実施することとし，2022 年

に第 2 回調査が実施されている。 

 これまでの調査では，「住まう誇り」を一つの項目のみ（釜

石で暮らすことに誇りを感じる）で測定していた。また，観

光振興による地域活性化を目指しながら，地域住民の観光へ

の関わり意欲について分析されてこなかった。 

本研究では，まず，「住まう誇り」を測定するにあたり，地

域愛着度（引地他，2009；杉本他，2020）に着目した。地域の

一員であることと，地域に愛着があることの関係を再確認す

るため，「住まう誇り」に関する項目を地域愛着度とし，自身

が地域の一員と感じるかに関する項目を地域への所属感とし

た。次に，これまでの調査では分析されてこなかった，観光

への関わり意欲について，地域愛着度，地域評価や観光振興

などの要因がどのような影響を持つのかを調査した。 

本研究は釜石市の協力を得て，第 3 回『釜石市観光振興ビ

ジョン実施計画策定のための「観光と住民意識に関する調査

研究」アンケート』のデータを使用している。 

方 法 

 調査対象者 18 歳～69 歳の釜石市市民を対象に，1400 名

を無作為抽出。質問紙を郵送し，同封の返信用封筒にて返送

してもらったものを集計・分析。有効回答数は 303名（21.6％）。 

 質問項目 地域愛着度（杉本他，2020）「この土地は自分に

とって住みよい場所である」など 10 項目。観光への関わり意

欲 3 項目。地域への所属感「自分は，自分が住んでいる地域

社会の一員であると感じている」など 3 項目。地域評価とし

て，釜石の街並み評価 3 項目，釜石の治安評価 2 項目，釜石

での学びの機会 3 項目，釜石の防災評価 3 項目を作成。観光

振興に関する項目として，観光振興の効果の実感 6 項目，地

域活性化施策（観光）への期待 4 項目を作成。最後に，釜石

市特有の項目として，個人の震災復興への前向き評価 3 項目

を作成。各質問項目について，5 段階評定（１：あてはまらな

い～５：あてはまる）で評価してもらった。 

結 果 

 「地域愛着度」と「観光への関わり意欲」に影響を与える

要因として，「地域への所属感」，「釜石の街並み評価」，「釜石

の治安評価」，「釜石での学びの機会」，「釜石の防災評価」，「観

光振興の効果の実感」，「地域活性化施策（観光）への期待」，

「個人の震災復興への前向き評価」を作成。各要因間の関連

性を明らかにするために共分散構造分析を実施(Figure1)。 

考 察 

観光への関わり意欲 Figure1より，住民の観光への関わり

意欲を高めるためには，地域への愛着を高めるとともに，観

光振興の効果を住民が実感し，地域活性化の手段として観光

施策に期待感を持ってもらうことが重要であることが分かっ

た。 

地域愛着 地域愛着に関しては，まず地域への所属感が必

要であり，特に治安評価が重要であることが明らかになった。

また，東日本大震災で大きな被害を被ったという地域性もあ

り，震災から立ち直れているか，そして新たな目標や関係性

を手にしているかも大きな影響を持つことが示された。その

他の項目からも，地域への評価が高くなることが，地域住民

としての所属感を高め，ひいては地域への愛着を高めること

になる。一方で，地域愛着を高めるためには，地域への所属

感がまず高まる必要があることから，その醸成には時間がか

かることも考えられる。 
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